




経済研究所 / Institute of Developing















である。国際衛生年の設置は、二〇〇六年メキシコで開催された第四回世界水フォーラムで、衛生問題の立ち後れを懸念して国連「水と衛生に関する諮問委員会」が提案した。当時の諮問委員会 議長は故・橋本龍太郎氏、そして現在日本の皇太子が同委員会の名誉総裁に就任している。国際衛生年の狙いは、 トイレ 普及率を高め、 人々の衛生行動の向上を推進しようというも だ。
　トイレや排泄行動は文化的な慣習やタ
























































































己」だとすると、 「義父」および「婿」がブマサーラの関係にある相手となる。さらに、 「義父の男兄弟」や「婿 男兄弟」とも、忌避関係が生じ 一方 男性側から見れば、 「義母」並びにその姉妹 嫁 並びにその姉妹、が 対象 な 。
　女性にとって義父の男兄弟、婿の男兄弟、










現されることもあるように、敬意 畏れの両方があるといわれ、特定の交わり方が忌避される。その忌避され 代表的な行動として、握手を含む一切 身体接触に加え、隣どうしに座ったり、隣どうしに立ったりすることもタブーとされて る。ギスの村
に住み込んでいた私が日本の家族の写真をギスの友人達に見せると、私の兄の妻と、私の父とが隣どうしに写っていることに、目を丸くして驚かれることが度々あった。
　また、直接の接触の可能性がなくとも、
例えばブマサーラ 関係にある相手が座っていた椅子に座るこ や、同じ器から食べることも回避される。水浴びやトイレへ行くところを見られる、さら は同じトイレを使うことも全てタ ーとされ いる。
　こうしたタブーを犯すと「ブマサーラに
捕まえられる」 言われ、非常に恥ずべき行為であるとともに、悪運に見舞われると考えられている。この忌避関係は単に慣行上のルールというより 、その文化においては、情緒的反応を伴う強い感覚を喚起するものとなっている。まさしくエミックな視点に立てば、見逃せな 事象な である。●ブゴベロのトイレの話
　ブマサーラの関係にある人と同じトイレ





し、敷地内のどこか別な場所に穴を掘って新しいトイレをつく 。この地域では地層に岩盤が通っているため、穴を深く掘れい場所が多く、比較的頻繁にトイレをつくりかえる必要 ある。トイレを持つ家庭の七割以上が、現在の の築後年数は三年未満だと言っていた。大抵の場合、使っていたトイレがいっぱいになってから新しいものをつく 始め ため、その間、家庭にはトイレのない状態 続く場合が多 。
　トイレの建設は、穴を掘るのも上部構造







































. L. Pike on Etic vs. Em
ic: 
A Review










SP-Andean, "An Anthropological V
iew
 of 
Sanitation Issues in R
ural B
olivia: A 
Sum
m
ary," Lim
a: W
orld B
ank O
ffice, 2007.
建設中のトイレ
